
 

＜概要＞
  米国の原子力規制委員会（NRC）は、原子力防災に関連する防災計算機システムとして、原子

力発電所からの事故に関する情報を収集し記録する緊急時対応情報収集システム ERDS、原子炉
プラント内の事故状況の把握を行うための原子炉安全評価システム RSAS、および被ばく線量評
価を行うための影響分析用放射線学的評価システムＲＡＳＣＡＬを開発している。連邦緊急事態
管理庁（FEMA）は総合緊急時情報管理システム IEMISを、米国エネルギー省（DOE）は緊急時
環境放射能予測システム ARACを、また米国電力研究所（EPRI）は緊急時原子炉操作レベルモニ
ターシステムＲＥＡＬＭを開発している。
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＜本文＞
  米国では、原子力防災対策の整備の一環として、種々の計算機システムの開発・整備が行われ

ている。米国の原子力規制委員会（ＮＲＣ）は、原子力発電所からの事故に関する情報を収集し
記録する緊急時対応情報収集システムＥＲＤＳを、原子炉プラント内の事故状況の把握を行うた
めの原子炉安全評価システムＲＳＡＳを、および被ばく線量評価を行うための影響分析用放射線
学的評価システムＲＡＳＣＡＬを開発している。連邦緊急時管理庁（ＦＥＭＡ）は総合緊急時情
報管理システムＩＥＭＩＳを、米国エネルギー省（ＤＯＥ）は緊急時環境放射能予測システムＡ
ＲＡＣを、また電力研究所（ＥＰＲＩ）は緊急時原子炉操作レベルモニターシステムＲＥＡＬＭ
を開発している。

 １．緊急時対応情報収集システムＥＲＤＳ
  ＥＲＤＳ（Emergency Response Data System）は、ＮＲＣが原子力発電所の緊急事態発生時

に必要とする情報のうち、原子炉主要プラントパラメータ、安全上重要な工学的安全設備の作動
状況、放射性物質の放出、および気象条件に関する情報（ 表１ 参照）を、原子力発電所からリア
ルタイム・オンラインで収集する計算機システムである。

  1979年３月に起きたＴＭＩ−２原子力発電所事故の教訓からＥＲＤＳの開発が進められ、メリ
ーランド州にある緊急時対応センター（ＥＯＣ:Emergency Operations Center）内に設置されて
いる。緊急事態発生時には、原子力発電所からの第１報は、原子炉プラント状態が警戒体制
（Alert）に達した時点でＥＯＣへ伝達され、ＥＯＣ内等からＮＲＣ地方事務所へ伝達される。

 ２．原子炉安全評価システムＲＳＡＳ
  ＲＳＡＳ（Reactor Safety Assessment System）は、最近の計算機利用技術の一つであるエキ

スパートシステムの手法を用いて、事故時の原子炉状態を推論するシステムである。ＮＲＣの担
当者が事故時の原子炉プラントの安全状態を監視するためのもので、原子炉の安全状態の維持ま
たは回復に必要な手順が確保できる目標ツリー・成功ツリー手法で評価する。アイダホ国立工学
研究所（ＩＮＥＥＬ）が実質的な開発をした。緊急時対応センター（ＥＯＣ）内に設置され、原
子炉プラント内の事故状況の把握と今後の推移予測のために利用される。

 ３．影響分析用放射線学的評価システムＲＡＳＣＡＬ
  ＲＡＳＣＡＬ（Radiologic Assessment System for Consequence Analysis）は、放射性物質が

環境へ放出された場合に放射線被ばく線量を評価するための計算コードシステムである。放射性
物質の大気中移行拡散計算にはラグランジアンパフモデルとガウスプルームモデルを用いてい
る。ＮＲＣの担当者が放射線緊急時対応のため利用するもので、緊急時対応センター（ＥＯＣ）
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に設置され放射線被ばく線量の評価に用いられる。
４．総合緊急時情報管理システムＩＥＭＩＳ
 ＩＥＭＩＳ（Integrated Emergency Management Information System）は、緊急時計画、訓練
および実際の緊急時対策に利用することを目的とした、連邦緊急時管理庁（ＦＥＭＡ）の総合緊
急時情報管理システムである。ＩＥＭＩＳでは、全国地図情報システム（ 図１ 参照）、放射性物
質拡散、被ばく線量評価、避難シミュレーション、ならびに緊急時計画と訓練の状況に関する情
報のデータベース機能を持っている。
５．緊急時環境放射能予測システムＡＲＡＣ
 ＡＲＡＣ（Atmospheric Release Advisory Capability）は、大気中の放射性物質の移流・拡散・
沈着の解析等の機能を持つシステムである。計算モデルとしては、サイト周辺200km程度までの
詳細計算を目的とした拡散解析モデルによる気流計算コードＭＡＴＨＥＷと、ＰＩＣ法を用いた
数値解拡散計算コードＡＤＰＩＣ等を準備しており、世界規模の予測も可能である。
６．緊急時原子炉操作レベルモニターシステムＲＥＡＬＭ
 ＲＥＡＬＭ（Reactor Emergency Action Level Monitor）はエキスパートシステムの手法を用い
て、事故時プラント状態の把握とその状態に対応して要求される緊急時対応レベル
（EAL:Emergency Action Level）の判定を行うためのシステムであり、緊急時に緊急操作レベル
を正確に決定するため原子炉運転員を支援する。電力研究所（EPRI:Electric Power Research
Institute）が開発した。
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